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ヘルダーとハーマンの避遁。それはヘルダーのケーニヒスベルク大学在学中にまでさか

のぼる。ヘルダーがケーニヒスベルクに来たのは，1762年の夏。当初は外科医になるつも

りで医学部を志望したが，その後，神学に切りかえている。大学の関係でケーニヒスベル

クに来たヘルダーが，奇しくもその地に在住のハーマンに初めて会えたのは，1762年の後

半でないか，というのがR.ハイム'）の推定である。具体的にどういう方法で面識をもった

かについても，二説があって，決定的な事実は明らかでない。第一の説によると，ハーマ

ンの父は当時,ケーニヒスベルクで,,altstadtischerBader"(昔の理髪師兼外科医)として，

人気をよんでいた｡そこへ,たまたまヘルダーが右眼の涙瘻管の治療のために訪ねたのが，

息子のハーマンと面識をもつきっかけになったのではないかという説。もう一つの説は，

ヘルダー自身のかなり信頼すべき話によっているが，それによると，二人は教会の告解聴

聞席でどちらからともなく知りあったのだという。

ともかく，その1762年という年は，ハーマンが,Aestheticainnuce<(美学撮要）を核

心とする論文集,KreuzzUgeeinesPhilologen$(文献学者の十字軍)を完成したばかりの

年である。年令的にはヘルダーが19歳，′､－マンは33歳であった。当時の青年へルダー

が，ハーマンとの避遁とこれにつづく直接交渉によって，思想的にも心情的にも，いかに

深い恩恵をうけたか。ヘルダーの妻，カロリーネ・ヘルダーは，次のように報告している。

「ハーマンは高度の熱意をもって，できる限り青年（ヘルダー）を援助すべく鼓舞して

くれた。そしてまた，ハーマンは，ヘルダーのよりよき発展のための手段を考え，みずか

らへルダーの教育に多大の貢献をすることによって，カンターとともに，その若い，未経

験な友人（ヘルダー）のために配盧してくれた。ハーマンはヘルダーといっしょにいくつ

かの本を読んだ。彼らの志向Gesinnungenの調和は，この精神の伝達によっていよいよ進

展させられた。ハーマンはヘルダーに英語を教えた。彼らはシェイクスピアのハムレット

を扱った。こういう時間がヘルダーに与えた印象は，ヘルダーにとって忘れがたく，神聖

にとどまった。ヘルダーは，しばしば，感動してそのことを語った。ヘルダーはハムレッ

トをほとんど暗記していた。そして，すべての戯曲詩人のなかで，ヘルダーはつねにシェ

イクスピアを最高と見ていた。この詩人（シェイクスピア）とオシアンについてのヘルダー

の知識は，民謡の簡素で感動的な自然語Naturspracheにたいするヘルダー固有の共感と

支配的な愛着を進展させた……」2）
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ハーマンの書簡集3)によると,ハーマンがヘルダーから最初の手紙を受け取ったのは,1764

年6月8日である。この手紙は，ヘルダーがリューベックに旅行中のハーマンの安否をう

かがったものであるが,ヘルダーはこれに一篇の詩をそえて,meinHamannに守護神の祝

福あれ！と祈った後で，

「これが,私のあなたにささげる最後の接吻であってはいけません｡あなたがお読みなっ

たら，私にも接吻を投げてくださるように，私はこの手紙を書いているのです。あなたは，

私が自分を愛することができるよりも，それ以上によく私を愛してくださっているのを私

は知っています。私は偏見によらずに愛しています。神があなたを,私の知るかぎりで最善

の人を幸せにお導きくださいますように。そして，ときにはあなたのJoh.Gottfr.Herder

を想い出してください｡｣4）

この手紙の一節からも，青年へルダーが熱烈にハーマンを慕っていたことが理解できる

のであるが，一方のハーマンはヘルダーの人物をいかに評価していたか。1764年10月17

日付,ハーマンが友人リンドナーにあてた手紙5)は，ヘルダーがリガの教会付属の学校に就

職するに当って，ヘルダーの人物評価をしたものであるが，そのなかで，ハーマンはヘル

ダーの受容的性格と「感情の鋭敏さ」を高く評価し，また，「ヘルダーはヴェルギールの処

女のようなたましいを所有している」という。そして，かなりの範囲にわたる歴史的，哲

学的，そして美学的な見解，あるいは，きわめて豊じょうな土地を開拓しようとする野心，

異常な学習欲に応じて対象を処理する能力。こういう特質を，ハーマンはヘルダーの人物

に認めている。

ヘルダーとハーマンの交渉は，こうして互いに人格を認めあって，腹蔵のない信頼と卒

直さにもとずいたものであるが，私たちはいま，詩学の問題を考えるに当っては，やはり

両者の交渉期間中の著作に従わなければならない。

いったい，／､一マンの著作においては，ケーテが『詩と真実』のなかで明解に指摘した

とおり，「あらゆる力の総体｣から思考し,発言する態度がとられる。ケーテによると，「ハー

マンのすべての言説が帰着する原則は次のとおりである｡"人間が成就しようと企てること

のすべては，それが行為によって，あるいはコトバによって，あるいはその他いかなる方

法によって生まれてくるにしても，あらゆる力の総体から発生しなければならない。バラ

バラのものはすべて排斥すべきである｡"」6）

はたしてこういうことが可能かどうか。ケーテのいだいた疑問はここにある。なぜなら，

人間がコトバで何かを表現するとぎ，その表現は必然的に全体から分離せざるをえない。

分離しなければ何も表現できなくなるからである。ところが，ハーマンは断固として分裂

に反対し，すべてを統一的に感じ，想像し，思考する。その結果が，文体の破綻というか

たちであらわれたのは必然である。私のいま扱う,Aestheticainnuce@の文体もまた，そ

の例外でない。ハーマンの人格がどのSatzにもあらわれているが,SatzとSatzの間に
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わたりがない。論理の展開もない。極言すれば,Satzの一つ一つがハーマンの統一的思考

体のあらわれである。そこで，以下において，とくに詩学上の観点から，ハーマンの文章

をいくつか観照し，ハーマンの"wahrePoesieU$とは何かをさく･ってみたい。

まず,冒頭から｢詩は人類の母語である」7)と喝破するコトバが,,Aestheticainnuce$の

Fundamentalsatzになる。そして，人間がコトバを話すことは，どんな行為であるかにつ

l，て，

「話すとは訳すことである。－天使のコトバを人間のコトバに。つまり，思想をコト

バに。－事物を名称に。－形象を記号に。形象を詩的あるいは本源的，歴史的，ある

いは象徴的，あるいは象形的に。－また，哲学的あるいは特性的にも。こうして（話す

ことを理解せよという）訳しかたは，他のどんな訳しかたよりも，じゅうたんの裏面と一

致するo｣8)

「じゅうたんの裏面」に，ハーマンはRath(神意）をおいたと見てよい。そしていま，

神意と行為を比べてみるとぎ，それが神の創造してくれた人間の行為であるかぎり，行為

もまた神意の象徴にほかならない。神聖な大地，神聖な自然がわれわれの「感覚と熱情を

通して作用する｣。が,われわれ人間の感覚にしてすでにツェーレス（ギリシャ神話で穀物

の女神)，また，熱情はバッカスの象徴である。感覚と熱情－それは「古代の美しい自然

の養父母」である。だから,詩人が「自然の養父母」（感覚と熱情）を麻痒させたら，感受

することができなくなる。いったい，これまで「自然の養父母」を殺りくしてきたのはだ

れだったのか。

これはゴットシェッドを大御所とする当時の啓蒙思潮下のドイツ詩壇への攻撃と見なけ

ればならない。だが，ハーマンは，あえてゴッドシェッドの名はあげず，イギリスのベー

コンやニュートン，あるいはフランスのヴォルテールやビュッフォンを名指して，

「自然は君たちの暴虐な行為から逃げるためにベストをつくす。そして自然は，もっと

も熱烈な抱擁のもとに，動物がアダムに服したと同じ自由を渇望する。けだし，神は人間

のために，自然の様子がわかるように自然を創ってくれたのだ｡｣9）

ハーマンはさらに,人間もまた神の所産であるとして，神性を強調する。

「目に見えない神の似姿がわれわれの心情において生き生きしていればいるほど，われ

われは被造物における神の愛想をそれだけよく見たり，享受したり，眺めたり，手でつか

むことができる。自然が人間におよぼした影響はどんな影響も，根本的真理の記念品であ

るだけでなく,担保でもある。つまり，主とはだれか，という根本的真理のo｣10)

次に，詩人の熱情と自然とのかかわりについて，ハーマンの所論に聞いてみると，

「熱情だけが抽象と仮説に手，足，翼を与える。－形象と記号に精神，生命と舌を与

える｡」11）
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しかるに，

「君たちは自然を盲目にする。……君たちは自然を支配しようとする。そして，ゑずか

らの手足をストア主義（禁欲主義）によって結わえる。そのため，君たちの雑多の詩のな

かで，運命のダイヤモンドの鎖についていっそう感動的に仮声で歌うことしかできな

いo｣12)

これこそ自然にたいする冒濱であるとして，ハーマンは絶叫し，ミューズにすがる。

「おお！金細工師の火のようなミューズよ・そして，洗鉱夫の漂鉱床のようなミューズ

よ！－ミューズは，感覚の自然な使用を抽象の不自然な使用からあえて浄化してくれる。

ちょうど,造物主の名が隠され，冒濱されるのと同じように，物についてのわれわれの概

念は，抽象の不自然な使用によって穀損されているのです｡」Ⅱ3）

ハーマンはこうして，抽象による自然の栄誉設損を神にたいする冒漕として非難してい

るが,一方においてまた，

「ギリシア人よ！私はあなたたちと話したい。なぜというに，あなたたちは霊知の鍵

(gnostischenSchliissel)をもった神の侍従よりも自分たちの方が賢明だと思っているのだ

から｣'4）と訴え，さらにまた，「人はなぜ，ギリシア人の穴だらけの噴水のそばに立ちどま

るのか？そして，古代のもっとも生き生きとした泉をどうして見捨てるのか？」'5）と間わ

れるとぎ，ハーマンの理想の詩がギリシア人の詩に典範をもとめたものでもなかったこと

が分る。

それではいったい，「古代のもっとも生き生きとした泉」から生まれる詩とは何であった

か。ハーマンのいわゆる,,wahrePoesie"とはいかなる詩であったのか。ここで少しく,R.

ウンガー'6)のInterpretationを援用してゑると，ハーマンにとって，

「真の詩とは，純粋な宗教性と同時に自然にたいして健全な，野生的な，そして生き生

きとした関係の自然な結実である。これはつまり，原初的な人間にとっては根本的に同一

の二つの条件（宗教性と対自然関係）の結実である。これに反して，主知主義的な神や自

然の見方の抽象的凋萎（ちようい)，また，機械的な不自然においては，詩その他すべての

創造力が枯死するか，あるいは退化するにちがいない。後者（機械的な不自然）にあって

は，前者（宗教性と自然の結実）の根源的な，力強い，そして実質的な敬虐さの，天国と

同時に現実の象徴の世界が死滅している｡｣'7）

R.ウンガーはこうして，自然神学と理性神学の対比から，きわめて明解にハーマンの

,,wahrePoesie"を解釈する。それはたしかに，詩人の敬虚な心情に宿るものであり，純粋

な宗教性と同時になまのままの自然をそなえていなければならない。ハーマンはそのよう

な素質をもった理想の詩人として,Klopstockをあげている。ハーマンのクロップシュ

トック評によると，

「クロップシュトック，この偉大な叙情的歌謡の再興者は，自由の建築物をあえて建て
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たが，これは思うに，古風な様式である。これはヘブライ人における神聖な詩の謎のよう

な機構を適切に模倣したものだ……｣'8）

いったい，「へプライ人における神聖な詩｣，つまり，聖書を典範とした詩はいかにして

生まれるのか。「自然の死滅した言語を何によって復活させたらいいのか｡」Ⅱ9)それは神の

コトバを知っている人だけが知っている，とハーマンは自問自答し，「神のコトバのなかに

予言の精神が生きている」20)と教示する。

以上で，私はR・ウンガーの,HamannunddieAufklarung@を援用しながら，

,Aestheticainnuce@のなかに,，､ーマンの,,wahrePoesie"とはいかなる詩であるかを

探ってゑたのであるが,,Aestheticainnuce@はいかにも難渋な文体である。ヘルダーに

よると，「原典のない注」,NotenohneText@であり，また，「ハーマンの学問は吸い取り

紙の上のインクのしゑ，……ハーマンの思想は展望であり，ハーマンの展望は断定であっ

て，そこには前提の基礎が欠如している……｣2'）

そして，1764年，ヘルダーがケーニヒスベルクからリガの教会付属の学校に赴任する直

前か，直後に，ヘルダーは,,DithyrambischeRhapsodieUberdierhapsodiekabbalis-

tischerProse@(へプライ神秘的散文体の叙事詩についての熱狂的叙事詩）という解説を書

いている。しかし，ハーマン自身は1774年，「たしかに，私の種子(SaamenkOrner)のい

くつかは，ヘルダーの苦心とペンによって花と花盛り(BlumenundBlUthen)に変えられ

たようであるが，私としては，しかし，果実と熟した果実(FrUchteundreife)をのぞ

む,」22)という。このことから，ヘルダーの解説が，必ずしもハーマンの意にそうものでな

かったことが理解できる。ヘルダー自身も，自分の,Aestheticainnuce@の解釈が不完全

だったことに気づいて，その後,,FragmenteUberdieneueredeutscheLiteratur@の執

筆中には，逐次ハーマンに原稿を送って，ハーマンの意見を求めている。その辺の事情を

少しく’手紙のなかからさく｡ってゑると，まず,1766年2月，ヘルダーがリガからハーマン

にあてた手紙のなかで，

「…その後，私は,Fragmente@の第1部をすっかり改作して，第2部のなかばまで来ま

した。第2部はわが国の文学について扱う予定です。われわれが東洋人をいかに模倣した

か……われわれがギリシア人をいかに研究し，翻訳したか……われわれがローマ人……フ

ランス人やイギリス人をいかに模倣しているか，を。…｣23）

これにたいしてハーマンは，同年3月4日付でヘルダーにたいして，

「…あなたは第’部を改作したのだから，私はそれだけいっそう新しいことを聞くこと

を期待しています。その完成が構想と同様にうまく行くならばと，私は前もって出版者に

幸運をのぞみますO｣24)

また，1766年3月には，ヘルダーは自分の原稿に手紙をそえて，
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「…ご随意に訂正して下さい。生まれたばかりの批評家として原稿をお読み下さい。そ

して，あなたのご意見を，とくに悪意と遠慮と不平と危険といたわりをお書き下さいO｣25)

ハーマンはこれに答えて，同年3月24日付で，

「…構想と完成の順序，豊富，すばらしさに私はまったく満足しています。そして，洞

察と思いつき,はい芽と花と果実の宝庫を喜ばしく思います｡……たとえば,Naturgenieの

ようにへたに結びつけたり，合成したコトバがまだいくつか残っていました。また，文体

もいくつかの箇所でパチパチ音をたてており，疑問詞,感嘆文,間投詞によって美文がすっ

かりひき裂かれています……｣26）

ヘルダーがこのようにハーマンからの忠告を仰ぎながら，しかも,,Aestheticainnuce

の5年後に仕上げられた,FragmenteiiberdieneueredeutscheLiteratur$には，当然，

ハーマンの影響が強く感じられる。そこで，私は以下において，ハーマンの影響と思える

箇所を,Fragmente@のなかから具体的に抽出する試ゑをしたい。

まず第一に，ヘルダーが,Fragmente@のなかで,言語年令を設定して，ドイツ語の特徴

を論じた点である:7）ハーマンは「詩は人類の母語である」と喝破したが，ヘルダーによ

ると，幼年時代の国民の言語は激情の言語である。その音を発するコトバが身振りととも

に歌謡になる。こうして形象と隠ゆで語られるコトバは，詩的な言語年令"s加e姑c舵

Mtzc加肋γに属する。詩人は歌謡のなかで，注目すべき行為を永遠にするために，リズム

のなかでアクセントを高めた。この後に成人年令ms伽""此舵刈彪γが来る。詩が下降

し，自然からはなれて，芸術になるとぎ，美しい散文が形成される。これは言語の詩的自

由を減少して，詩のリズムを低下させる言語年令である。そして最後に，美の代りに正確

さを尊ぶ高年令ms加勉刈彪γにいたるのであるが，これは言語の哲学的時代である。

ところで，ドイツ語の年令はちょうど散文の年代に当っている。これは詩的年代へも，

哲学的年代へも向かえる時期であって，もっとも好都合の時代である。ドイツ語には同義

語や特殊語法や倒置法が多い。このことは，現代散文の根が詩の母胎に根ざしていること

を示す。また，母音の充実と気音Hauchlauteの豊富さも，ドイツ語の特徴である。フラ

ンス語は，その抽象的な文化の結果，構造上の自由が失なわれて，ドイツ語よりも劣って

いる。これに反して，ドイツ語は詩人にも散文家にも哲学者にも扱いやすい道具である。

それにもかかわらず，われわれがフランス語を学び，英語を学ぶのは，フランス語の軽や

かさ，明るさと英語の力強さを学ぶためである。

ハーマンの影響として第二にあげたいのはKadenzの問題である。ハーマンは

,Aestheticainnuce@の最後のところで，クールラントやリフラントの民族歌謡のなかに

Kedenza(声の下げ)を発見しながらも，民族詩の特徴である韻律の問題が解明できなかっ

たことを惜しんでいる:8)ヘルダーによると,古代人のHexameterは,その青年期の言語年令
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において生まれたものである:9）人々はふつうの生活のなかで歌い，詩人はリズムをつけ

て，アクセントを高めた。当時,Hexameterは自然な韻律だったのだ。ところが，現代の

言語は，音声が豊富であっても，音の高さに乏しい。だから，「子どもたちの歌のなかで

Kadenzeを聞け｣,「最古の教会の歌に注意せよ」とよびかけて，その音の落ちかたは短く，

リズムは単調であるという。

第三には，東洋の詩の学びかたと民族詩の発掘の問題である。ハーマンも,Aesthetica

innuce@のなかで，「アラビアへの巡礼」をすすめているが，ヘルダーにヘブライ古代のよ

り徹底した知識を拓いたのは,JohannDavidMichaelisである。東洋人は歴史と宗教を詩

に変えることができた。「東洋人が発明したものを奪うのではなく，発明のしかた，詩の作

りかた，そして，服の着せかたを奪え！」30)とヘルダーはいう。東洋人（へプライ人）が，

自分の言語と考えかたと世界から成しとげたものをドイツ人は自分のものをもってなせ。

ドイツ人は，東洋人がしたように，自分の詩的材料を自分自身の故郷に求めなければいけ

ない。古代の国民歌謡を調べていけば，先祖の詩的な考えかたに入って行けるはずだ。こ

うしてヘルダーは，一方で外国の詩の誠実な翻訳をすすめ，他方で古代の国民歌謡にもど

ることをすすめているが，これはいずれも，根源的な民族詩の発掘をめざした点で一致し

ていると思える。

第四には,Klopstockの評価である。，､－マンがクロップシュトクックを理想の詩人と

してあげたことは先にのべたが，ヘルダーも，クロップシュトックの,Messias@を「最も

崇高なドイツ的東洋的な作品」と見る:'),Messias@はただ東洋的なものを注視しただけ

でなく，キリスト教の内容と叙事的な性格にもかかわっている。

第五には，ラテン文化の批判とドイツ文学の独立性の強調である。ヘルダーによる

と§2）ローマの文学は，ドイツ文学にたいして利益よりも，むしろ不利益をもたらした。

キリスト教の導入とともに，ローマの修道僧は，最も悪いローマの精神とコトバをドイツ

にもたらした。そのために，われわれドイツの精神と言語の特性，国民的性格が奪われて

いったことは，恥ずべきことだ。学問，文学，教育の状態は，もっぱらラテンの色彩をう

け，われわれの言語はラテン化されて，退化する。われわれの言語は，ルッター，ローガ

ウ，オーピッツやローエンシュタインのコトバにもどらなければいけない。ラテン語教育

のPedantismusは，若きたましいの生気をおさえて，天才を抑圧する。人は母国語におい

てだけ詩作するのだ。だから，この一つのコトバ，母国語を完全にマスターしなければい

けない。「真の独創的詩人はつねに国民的詩人である｡｣33）ドイツ文学は独自のドイツ的，

国民的な足場に築かれなければならない。

第六には，頌詩Odeについての見解である。1765年8月29日付のハーマンからの手

紙34)には,Ramlerの頌詩がそえられている。ヘルダーは頌詩をAffekt(激情）の頌詩と

Handlung(行為）の頌詩に分けているが,Odeは「感受から生まれた子ども」だとして，
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すべての詩の源泉と見るc35)そして,Ramlerを「頌詩の完全な模範」の詩人としてたた

え,Klopstockの頌詩は「心の自己刻印」だとしている。

最後に，七番目になるが，神話の新しい使用についての見解をあげたい。／､－マン

の,Aestheticainnuce@のなかにも,"Mythologiehin,Mythologieher"(神話は去った，

神話よ来たれ）という簡潔なコトバが見出される。ヘルダーは，古代の神話が人格化され，

寓意化されたとぎ，ギリシア人が詩的想像力をもってどうしたかを学べ。寓意化する技術

をギリシア人から学びなさい，という:6）そして，古代人の神話を文学の足場として使う

ことは易しい｡それよりも，神話に新しい意味づけをすることが大切である。ちょうどレッ

シングが寓話を作ったように，ヘルダーも神話を新しく生かすための試みをしている。そ

してさらに，古代のイソップ物語から新しい寓話が発明されるように，古代人のすべての

神話がわれわれに独自の神話発明の宝庫として役立つようにと願っている。

以上で大きく七項目にわたって，ハーマンの思想の影響と思える点を，ヘルダーの

,FragmenteUberdieneueredeutscheLiteratur!のなかから抽出してみたのであるが，

なるほど，ヘルダーにおいては，ハーマンの言簡にして意の深いセンテンスが，分り易く

敷桁され，進展されてはいる。けれども，こうした敷桁と進展の方向が，どこまでハーマ

ンの意にそえるものであったか｡ただ，はっきりいえることは,ハーマンの,Aestheticain

nuce4がヘルダー詩学にさまざまのきっかけと動機を与えてくれたということである。
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【付記】昭和51年10月11日，仙台市民会館における日本独文学会秋季研究発表会で,『若きヘルダー」

の研究分科会がもたれた。司会は中野康存，七字慶紀の両氏◎発表者とテーマは：1．七字慶紀「ドイツ

におけるヘルダー研究の動向｣，2．江村洋「『旅日記』におけるヘルダーの世界観｣，3．木村直司「ヘル

ダーの初期言語論における二、三の問題点｣，4．上野英雄「青年期のヘルダーとハーマンー詩学の問題

を中心に－｣。本稿は，その機会に発表した拙稿に注を付したものである。
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Zusammenfassung:DerjungeHerderundHamann

-UberdieProblemederPoetik-

HideoUENO

HerdersBegegnungmitHamanngehtaufHerdersStudentenzeitinKOnigsberg

Universitatzuriick.EswardenSommerimJahrel762,alsernachKOnigsberg

gekommenwar,indiemedizinischeFakultateinzutreten.Aberbaldwechselteerin

dietheologischeFakultatiiber.Hamannhattedamalsdortgewomt.Nachden

ErlebnisseninLondon(imJahrel756)hatteersichindieForschungenderBibel

undderAsthetikvertieft,umalsAsthetikergeachtetzusein.NachR.Hayms

UrteilwaresinderletztenHalftedesJahresl762,da6beidesichbegegnen

konnten・UbrigenswaresgeradeindemselbenJahr,indemHamannseineSchr-

iftensammlung,KeuzziigeeinesPhilologen4,worin,AestheticainnuceGamwichtig-

stenist,ver6ffentlichthatte.DamalswarHerderl9Jahrealt,Hamann33.

WelchegroBenEi㎡liissesindaufdenjungenHerderdurchdieseBegegnungund

seinenVerkehrmitHamannsowohlgedanklichalsimGesprachausgetibtworden？

KarolineHerder,HerdersFrau,berichtet:,,HamannbelebteinhohemGrade

derEifer,Jmglingenhilfreichzusein,woerkonnte,undsosorgteerauchmit

KanterfUrseinenjungen,unerfahrenenFreund,indemera㎡Mittelzuseinem

besserenFortkommendachteundselbstzuseinerBildungvielbeitrug…"(H.

Reisiger:J.G.Herder).NachHamannsBriefwechselmitHerderistesimJunil764,

da6HamannaufderReisenachLijbeckHerderserstenBriefempfangenhatte.

DarinschreibtHerdermiteinemGedichtanHamann:,,…ichwei&,Sieliebenmich

mehralsichmichliebenkann,nichtnachdemVorurteileliebe・DerHimmelfiihre

SiedenBesten,denichkannte,gliicklich,u.erinnereSiebisweilenanlhrenJoh.

Gottfr.Herder."(J.G.HamannBriefe.2.Bd.).MankannausdemBriefersehen,wie

innigHerderi伽geliebthat・WieabersahHamanndagegendenFreund？Hamann

schreibtaml7・Okt.1764.anseinenFreund,J､G.Lindner,einenEmpfehlungsbrief,

damitdieserHerderinderDomschulezuRigaeineEinstellunggewahrt．Darinsagt

eriiberHerdersPers6nlichkeit:,,BeyeinemziemlichenUmfangehistorischer,

philosophischerundasthetischerEinsichtenundeinergroBenLustdenfruchtbar-

stenBodenanzubauen,beyeinermehralsmittelma6igenErfahrungderSchular-

beitenundeinersehrglUcklichenLeichtigkeitsichzubequemenundseineGegen-

standezubehandeln,besitzter(Herder)diejungfraulicheSeeleeinesVirgils…und

dieReitzbarkeitdesGeftihls…"(ibid.).BeideerkennendieGrundziigeihrerPers6n.

lichkeitenundsieverkehrenmiteinandermitVertraulichkeitundFreimiitigkeit.

WirsollenauchinBezugaufdieProblemederPoetikdieSchriftenbeiderManner

wahrenddesVerkehrsaufmerksamlesen.

Iml2・Buchdes3.Teilsvon,DichtungundWahrheit!schreibtGoethe,Hamann
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denkeundschreibeimmer"aussamtlichenvereinigtenKraftenl$,alles,,Vereinzelte"

seifiirihn,,verwerflich"・Istdiesm6glich？Goethezweifeltdaran・Nachseiner

(Goethes)Meinungmu6sichderAusdrucknotwendigvom,,Samtlichn"trennen,

wennmanmitderSpracheirgendetwasausdriickenwill.InderWirklichkeitwehrt

sichaberHamannimmergegndas,,Vereinzelte".Erempfindet,denktundschreibt

konsequentimSinndesGanzen,nichtdesVereinzelten.SoistdieAussagejedes

seinerSatzeauBerstkomprimiert.ImSinndestraditionellenLogikscheint

zwischendenSatzenoftkeinnotwendigerZusammenhangzubestehen.Indemwir

solcheSatzeanschauen,m6chtenwirherausfinden,wasinder,Aestheticainnuce$

HamannsAuffassungvonder,,wahrenPoesie@$ist.

,,PoesieistdieMuttersprachedesmenschlichenGeschlechts."(,Aestheticain

nuce!).DasistderFundamentalsatzderSchrift．,,RedenistUbersetzen…DieseArt

derUbersetzung(versteheReden)kommtmehr,alsirgendeineandere,mitder

verkehrtenSeitevonTapeteniiberein.4@(ibid.)Hamannhalt,,dieverkehrteSeite4.

ftir,,Rath"・NachHamannistauchdiemenschlicheTatnichtsandersalsein

SymboldesGottesrats・DieheiligeNaturwirktbeiunsdurchdenSinnunddie

Leidenschaft・WennderDichterseinenSinnundseineLeidenschaftlahmte,kanner

nichtsempfinden．"LeidenschaftalleingiebtAbstractionensowohlalsHypothesen

Hande,Fii6e,Fliigel;-BildernundZeichenGeist,LebenundZunge.4d(ibid.)Diedamali.

genDichterhabensichselbstihreHandeundFii6e,,durchdenStoicismu3gebun-

den.DasistebendieSchandunggegendieNatur.Hamannhaltaberauchdie

griechischenPoesienfiirkeineidealenTypenderPoesien.,,Warumbleibtmanaber

beydendurchl6chertenBrunnenderGriechenstehen,undverlastdielebendigsten

QuellendesAlterthums?"(ibid.)HamannswahrePoesieentstehtaus,,denleben-

digstenQuellendesAlterthums"・WiesiehtnundiewahrePoesieaus？R・Ungergibt

unseinelnterpretationdieserAstheik:,,WahrePoesie…istdienatiirlicheFruchtechter

Religiositatundzugleicheinesgesunden,urwUchsigenundlebendigenVerhaltnisses

zurNatur,zweierseelischenBedingungenalso,diefiirdenElementarmenschen

imGrundeeinssind."(R.Unger:HamannunddieAufklarung.1.Bd.)Siewohntin

derFrOmmigkeitdesDichters.UndHamannverkiindigtuns,derGeistderWeis-

sagunglebeimWortGottes.

NachHerderistHamanns-,Aestheticainnuce@"NotenohneText"(H-M.

Lumpp:Philologiacrucis.),HamannsWissenschaft,,einTintenfleckenauf

lOschpapier"(ibid.).Schonl764hatauchHerderdeshalbeineErlauterungvon

,Aestheticainnuce@,imTitel,DithyrambischeRhapsodietiberdierhapsodiekabbalis-

tischerProse$,verfa6t.Hamannsagtaber:,,Esistwahr,einigemeinerSaamen-

kOrnerscheinensichdurchHerdersFlei6undFederinBlumenundBlUthenver-

wandeltzuhaben;ichwiinschteaberlieberFriichteundreife.@@(ibid.)Nachdiesem

WunschHamannshatHerderdann5Jahrespatereinegro6epoetistcheSchrift,

,FragmenteiiberdieneueredeutscheLiteratur!,verfa6t.Diesmalhateraber

wahrenddesVerfassensimmerwiederumHamannsMeinungengebeten・Zum
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BeispielschreibterMarzl766anHamann:,,Siezubesa㎡tigenschickeichalles,

wasichhabe,3.Mscrpte,u・denVives;AndernSieindenerstennachBelieben,

lesenSiealsmeinerstgeborenerKunstrichteru.schreibenSiemirlhreMeinung

sonderArglist,Riickhalt,Fehd,Gefahrde,u.Schonen.!!(J.G.HamannBriefe.2.Bd.)

DaraufantwortetHamannden24.Marzl766anihn:,,MitderOrdnung,dem

Reichthum,derSch6nheitdesEntwurfssowohlalsderAusfiihrungbinimGanzen

z㎡riedenundfreuemichiiberdenSchatzderEinsichtenundEinfalle,derKeime,

BliitenundFrtlchte."(ibid.)BeiderNiederschriftder,Fragmente@fragteerimmer

wiederHamannumRat.Wirsolltenalsoinden,Fragmenten!HamannsgroBe

Einfliissevermuten・BeimLesender,Fragmente!scheinenmir7Gesichtspunkte
wichtigzusein.

1)Herderhat,,dieSprachalter"festgestelltunddieEigentiimlichkeitender

deutschenSpracheerOrtert.(Suphan:J.G.HerderSamtlicheWerke.1.Bd.S.151ff.)

2)Erhatgeraten,indenGesangenderKinderundderKirchen,,Kadenzen"zu

hOren.(ibid.S.198ff.)

3)ErhatdieArtundWeisebelehrt,wiemandieorientalischenPoesienlernen

soll,unddazuangeregt,diealtenNationalliederauszugraben.(ibid.S.258ff.)

4)ErhatKlopstockalseinenhOchstenidealenDichtergeschatzt,wieHamann.

(ibid.S､296ff.)

5)ErhatdielateinischeKulturkritisiertunddieUnabhangigkeitderdeutschen

Literaturbetont.(ibid.S.361ff.)

6)ErhatdieOdensowohldesAffektsalsderHandlungfUreineQuelleder

Poesiengehalten.(ibid.S.450ff.)

7)ErhateineneueMeinungvomGebrauchderMythologiege加雌rt.(ibid.

S､426ff.)

Herderhatinden,Fragmenten$HamannspoetischeGedankender,Aesthetica

innuce@erweitertundentwickelt.Dochzweifeleichdaran,obdieRichtungenseiner

ErweiterungenundEntwicklungenfiirHamannzufriedenstellendsind・Esist

dennochsicher,da6Hamanns,Aestheticainnuce:fUrHerdersPoetikvongro6er

Bedeutungwar.

(Kanazawa,imOktoberl976)


